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Cornmon acu te lymphob 1 ast i c 1 eukemi a ( c ALL) 1 0 例， T-acute lymphoblaｭ
s t i c 1 eukem i a (T -A L L) 8 例， Adu1 t T ce 1 1 eukemi a (A T L) 2 1 例， T-
chronic lymphocytic 1eukemia (T 一 C LL) 7 例， -ﾟchronic 1ymphocytic 
1 eukem i a (ﾟ -C L L) 1 4 例， -ﾟprolymphocytic 1eukemia (ﾟ -PLL) 6 例，
引 Prolymphocytoid transformation" in ﾟ -CLL (((PL"transformation in Bｭ
C L L) 1 例， Ha i ry c e 1 1 eukem i a (H C L) 2 1 例， Ha i r y c e 1 1-1 ik e c e 1 1 1 eukem ia 
(H C L C L) 1 6 例， Non Hodgkin's lymphoma in leukemic phase 2 例， Wa1denstｭ




患者末梢血よりへパリン加採血し Fico ll-Conray 比重遠沈法にてリンパ球層を分離しHanks'
balanced saline solution(HBSS) にて 3 回洗浄した。まえもってシャーレ内に置いていた
小さなガラス片にこの細胞浮遊液を滴下して， 37 0C15 分間保って乙れに付着させ，それから 3 70C 




cALL , T-ALL では表面にmicrovilli を持たないか 2 0 個以下のmicrovilli を持つ例
が多かった。 ATL ではmicrovilli が密なもの，疎なもの，その中間のものがあり表面マーカーと
の関連はみられなかった。 T 一 CLL7例のうち 6例は large ganular lymphocyte (LGL) 白
血病であった。 Leull が陽性の症 IJ では 1ame 1 i pod i a を持っていた。 B-CLLでは短い
microvilli を密にもつ例が多く， B-PLLではmicrovilli が疎なもの， stub like microｭ
v i 1 1 i と finger一 like microvilli をもっ例が多かった。吹 P L" transforma tion in Bｭ
CLLでは stub一 1i k e m i c r ov i11 i と finger-1 ike microvi 11 i をもっ細胞が多い。 HCL
は 1 eukopenic なものも non-leukopen i c 例でも ruffles with microvilli を有していた。
HCLCLでは検索しえた組織型は intermediate lymphocytic ( 1 LL) 5ØiJでこのうち 2例
はmant1 e lone lymphoma (M Z L) であった。いずれもHCL とは異なり ruf f 1 e s w i t h 
microvilli は持たず， stub-like microvilli , finger-like microvilli , ridgeｭ
like profile をもっ type が多かった。 Non Hodgkin' s lymphoma in leukemic 
phase の 2例では表面に全く突起を認めなかった。
Waldenstroem's macroglobul inemia ではmicrovilli が密にあるもの， bl eb を有するも
のが見られた。 PCL では全例 bl eb を有していた。
〔総括〕
SEMを用いてリンパ増殖疾患の白血病細胞の表面構造を観察した。リンパ球の分化の段階で末分化な
細胞は一般に smooth であり， villi も少ない傾向にあった。 T-CLLは症例数が少ないものの表面
形質と同じく表面構造も多彩であったが， Leu 1 1 +の腫虜細胞では lamell ipodia が見られた。 B細
胞性白血病では多様性にとんでいた。 B-CLL細胞は通常密にmicrovilli を持つ。 HCL は
ruffles with microvilli が特徴的である。近年HCL との鑑別が問題となっている白血性の悪性
リンパ腫では surface marker 組織学的所見と共に表面構造もHCL とは異なっており，鑑別の有効
な手段になると思われる。 PLLや収 P L" transformation in B-C LL もHCL とは表面構造
は異なっていた。
Waldenstroem's macroglobul inemia では Plasma cel1 leukemia の細胞にみられる





各種のリンパ増殖性疾患患者 111 例の白血病細胞を培養液と共にガラス板上に 3 70C 1 5 分間保って
乙れに付着させ，その状態で画定して走査電子顕微鏡で観察した。乙の方法を用いると浮遊状態で固定し
た時には見られなかった各病型に特徴的な表面形状を示すことが見いだされた。なかでも hairy cell 
1 eukemia に見られる ruffles with microvilli やCD16陽性LGL 白血病に見られる
1 ame 1 ipodiaはこの病型に特異的で，乙の形態lとより容易に診断確定が可能となった。以上の成果は
白血病病型の鑑別診断に寄与すると乙ろ大であり，学位論文に値するものと考える。
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